


10
階
展
望
フ
ロ
ア

9
階
常
設
展
示
室

江
戸
時
代
、天
保
年
間（
1
8
3
0
年
代
）の

大
坂
の
町
を
実
物
大
で
再
現
。10
階
展
望
フ
ロ

ア
か
ら
9
階
展
示
室
を
一
望
し
た
あ
と
、架
空

の
町「
大
坂
町
三
丁
目
」へ
。中
央
の
通
り
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
商
家
や
会
所
が
建
ち
並
び
、路
地

の
奥
に
は
裏
長
屋
な
ど
も
あ
る
。商
品
や
生
活

道
具
、1
日
の
時
間
の
変
化
、夏
祭
り
の
飾
り※

や
演
出
な
ど
に
よ
る
季
節
の
変
化
な
ど
空
間
全

体
で
当
時
の
暮
ら
し
を
体
感
で
き
る
。

※

4
月
中
旬
か
ら
8
月
に
か
け
て

展示概要

大坂町三丁目の入り口、木戸門からの眺め。両側に商家や町会所が並び、右奥には火の見櫓が見える。ここをたくさんの人が行き来する様子は圧巻。

唐物屋の中には中国製の花瓶、孔雀の羽根など
異国情緒あふれる様々なものが並ぶ。

江戸時代のまちを映像で体験できる「風呂屋シアター」。再オープン後、映像が新しくなります。

大
坂
町
三
丁
目
の

住
人
に
な
っ
た
つ
も
り
で

今
昔
館
は
、小
さ
い
な
が
ら
も
見
ど
こ
ろ
が

盛
り
だ
く
さ
ん
の
博
物
館
で
す
。建
物
や
都
市

空
間
で
人
び
と
が
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
き

大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
�
階
近
世
展
示
室

再
オ
ー
プ
ン

大
阪
市
立
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
8
〜
10
階
に
あ
る
大
阪
市
立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
大
阪

く
ら
し
の
今
昔
館
」（
以
下
、今
昔
館
）。江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
移
り
変
わ
っ
て
き
た

大
阪
の
住
ま
い
と
暮
ら
し
を
紹
介
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。開
館
か
ら
20
周
年
を
迎
え
た
令
和
3
年

に
着
手
し
た
大
規
模
な
天
井
改
修
工
事
※
が
令
和
4
年
9
月
に
完
了
。開
館
準
備
を
経
て
、10
月

29
日（
土
）に
い
よ
い
よ
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。改
め
て
、見
ど
こ
ろ
や
楽
し
み
方
を
学
芸
員
の
み
な
さ

ん
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
取
材
・
構
成
：
あ
ん
じ
ゅ
編
集
部
）

※
平
成
25
年
に
建
築
基
準
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、天
井
の
耐
震
性
に
関
わ
る
基
準
が
変
わ
っ
た
た
め
実
施
。

笑福亭  學光

しょうふくていがっこ：落語家。徳島県阿南市出身。
「子ども落語大会」の立ち上げにかかわり、現在も審査員を務める。

第14回子ども落語大会繁昌亭の様子

た
の
か
を
、様
々
な
展
示
を
通
し
て
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
初
の
見
ど
こ
ろ
は
、天
保
山
が
で
き
た
時

代
、天
下
の
台
所
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
頃
の

大
坂
の
町
が
一
望
で
き
る
10
階
展
望
フ
ロ
ア
か

ら
の
眺
め
。瓦
屋
根
、物
干
し
台
、路
地
を
歩
く

人
び
と
な
ど
、ビ
ル
の
中
と
は
思
え
な
い
風
景

が
広
が
り
ま
す
。9
階
に
移
り
木
戸
門（
入
り

口
）を
く
ぐ
る
と
、江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ

ル
し
た
気
分
を
味
わ
え
ま
す
。1
日
の
変
化
を

音
と
光
で
演
出
し
て
い
ま
す
。お
す
す
め

は
着
物
を
着
て
の
来
館
で
す
。住
人
に

な
っ
た
つ
も
り
で
歩
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。着
物
姿
の
来
館
者
が
歩
い
て
い
る
と
、

本
当
に
江
戸
時
代
の
ま
ち
に
行
っ
た
よ
う

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

引
き
札
や
町
家
ツ
ア
ー
で
よ
り

深
く江

戸
時
代
の
町
並
み
は
、膨
大
な
史
料

に
基
づ
い
て
緻
密
に
再
現
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、異
国
の
も
の
を
売
る
唐
物
屋
。店

先
に
並
ぶ
数
々
の
商
品
は
、江
戸
時
代
に

編
纂
さ
れ
た
名
所
案
内
に
描
か
れ
た
絵
を

参
考
に
古
道
具
屋
な
ど
か
ら
集
め
た
も

の
。他
に
も
、か
ま
ど
が
あ
る
薬
屋
の
台
所

は
、煙
で
壁
が
ど
う
煤
け
る
か
を
調
査
し

て
再
現
す
る
な
ど
、細
部
に
も
と
こ
と
ん

こ
だ
わ
っ
た
展
示
で
す
。

よ
り
深
く
学
び
た
い
と
い
う
方
は
各
所

に
設
置
し
た
引
き
札（
解
説
文
）、音
声
ガ

イ
ド
※
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。日
曜
日
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
町
家
衆
」に
よ
る
町
家

ツ
ア
ー
※
も
開
催
し
て
い
ま
す
。初
め
て

の
方
は
雰
囲
気
を
楽
し
み
、2
度
目
は
町
家
ツ

ア
ー
に
参
加
、3
度
目
は
さ
ら
に
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
見
る
、春
夏
は
天
神
祭
、秋
冬
は
商
家
の

賑
わ
い
に
展
示
の
し
つ
ら
い
が
替
わ
る
の
で

…
…
と
、何
度
来
て
い
た
だ
い
て
も
発
見
が
あ

る
常
設
展
示
で
す
。

※
音
声
ガ
イ
ド
は
有
料
。町
家
ツ
ア
ー
は
無
料
。

Column

子
ど
も
た
ち
の
落
語
は
本
当
に
素
晴
ら
し
く

て
毎
年
楽
し
み
で
す
。今
年
で
17
回
目
、全
国
の
落

語
好
き
な
子
ど
も
が
憧
れ
る
大
会
に
な
り
ま
し

た
。今
昔
館
で
予
選
を
し
て
、選
ば
れ
た
数
名
だ
け

が
天
満
天
神
繁
昌
亭
の
舞
台
に
上
が
り
ま
す
。本

当
は
全
員
を
選
び
た
い
の
で
、審
査
は
毎
回
難
し

い
。子
ど
も
た
ち
が
落
語
を
披
露
す
る
場
が
少
な

い
の
で
、大
会
以
外
に
も
今
昔
館
で
子
ど
も
寄
席

を
定
期
的
に
開
催
で
き
た
ら
み
ん
な
喜
ぶ
は
ず
。

落
語
の
舞
台
は
江
戸
時
代
が
多
い
の
で
、裏
長
屋

や
お
く
ど
さ
ん
が
あ
る
今
昔

館
は
落
語
家
に
と
っ
て
も
勉

強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
。毎
年

開
催
す
る
商
店
街
の
夏
や
秋

の
イ
ベ
ン
ト
で
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
の
で
、再
オ
ー
プ

ン
を
落
語
や
阿
波
踊
り
で
お

祝
い
し
た
い
。今
昔
館
も
繁

昌
亭
も
た
く
さ
ん
の
人
の
楽

し
み
や
生
き
が
い
の
あ
る
場

所
に
な
っ
て
い
け
た
ら
い
い

で
す
ね
。

特集 
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12

新型コロナウイルス感染防止に配慮した上でマスクを外して撮影しています。
あんじゅはウェブサイトでもご覧頂けます。

子
ど
も
落
語
で
今
昔
館
も

繁
昌
亭
も
に
ぎ
や
か
に



　
　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
近
代
大
阪
の
住

ま
い
と
暮
ら
し
を
紹
介
す
る
フ
ロ
ア
。パ
ノ
ラ

マ
地
図
や
精
巧
な
模
型
、年
表
や
暮
ら
し
の
道

具
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。住
ま
い
の
変
化
を

物
語
に
し
た「
住
ま
い
劇
場
」の
上
演
や
、心
斎

橋
や
大
正
時
代
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
都
市
の

娯
楽
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

展示概要

8
階
常
設
展
示
室

1.パノラマ地図と模型。　2.心斎橋筋でウイン
ドーショッピングをしながら歩く「心ぶら」の
風景を動く模型で展示。昭和初期に描かれた
イラストマップを元に制作した。　3.1912（明治
45）年の様子を再現した「通天閣とルナパー
ク」は、乗り物が回転するなど子どもにも人気。
4.「住まい劇場」の主人公、悦子の家族が営む
理髪店での一場面。　5.1938（昭和13）年の空
堀通の模型。活気ある様子が再現されている。
6.1956（昭和31）年の古市中団地。布団を干す
人や掲示板を見る人の姿も。　7.企画展づくり
や収蔵品の管理なども行う学芸員のみなさ
ん。右から深田智恵子さん、上田祥悟さん、
服部麻衣さん。　

和柄の制服が目印の
アテンダントさん。

図録やパノラマ地図
などを販売しています。
お土産にぜひ。

橋爪  紳也

はしづめしんや：大阪公立大学研究推進機構教授。
今昔館の立ち上げに参加し近代展示の企画に携わった。

Column

大
阪
の
ミ
ナ
ミ
が
故
郷
で
す
。父
が
建
築
塗
装
屋
を
営
み
、子
ど

も
時
代
は
十
数
人
の
住
み
込
み
の
職
人
が
い
ま
し
た
。同
級
生
に
も

商
売
を
し
て
い
る
家
が
多
く
、職
住
近
接
で
都
心
に
暮
ら
す
経
験
を

し
て
き
ま
し
た
。都
市
居
住
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
原
点
で
す
。

今
昔
館
が
開
館
し
た
当
時
、大
阪
の
都
心
部
は
仕
事
に
通
う
だ
け

の
場
所
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
都
心
部
に
住
ま
う

こ
と
の
楽
し
さ
や
魅
力
、大
阪
の
歴
史
や
文
化
、先
人
の
苦
労
が
素
晴

ら
し
い
ま
ち
を
作
っ
て
き
た
こ
と
を
伝
え
る
と
い
う
役
割
を
今
昔
館

に
持
た
せ
ま
し
た
。江
戸
／
明
治
／
戦
前
／
戦
後
な
ど
歴
史
を
個
別

で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、連
な
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
見
せ
る
こ
と

も
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
で
す
。

再
現
し
た
江
戸
時
代
の
町
並
み
や
模
型
な
ど
、今
昔
館
の
展
示
は
長

い
時
を
経
て
も
古
び
て
い
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
も
大
阪
の
都
市
居
住
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

小学校３年生の社会科見学で今昔館
に行きます。見学した児童達は「とても楽
しかった」と話しています。電気、ガスが
なかった時代の生活について、わからな
い若い教員もたくさんおり、学習にとて
も役立っています。

物
語
で
見
る
大
阪
の
住
ま
い
と

暮
ら
し
の
移
り
変
わ
り

8
階
で
は
明
治
か
ら
昭
和
の
高
度
経
済
成

長
期
頃
ま
で
の
大
阪
に
お
け
る
住
ま
い
と
暮

ら
し
の
変
遷
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

展
示
室
中
央
の
床
で
光
を
放
つ
パ
ノ
ラ
マ

地
図
は
大
正
13
年
の
大
阪
市
域
を
描
い
た
も

の
。そ
の
周
囲
に
は
6
つ
の
模
型
が
並
び
ま

す
。空
堀
通
や
古
市
中
団
地
な
ど
、建
物
は
も

ち
ろ
ん
生
活
の
様
子
ま
で
作
り
込
ん
で
あ
り

ま
す
。30
分
毎
に
上
演
す
る「
住
ま
い
劇
場
」で

は
、物
語
の
一
場
面
を
再
現
し
た
人
形
が
模
型

と
入
れ
替
わ
り
で
出
現
。上
演
中
し
か
登
場
し

な
い
の
で
必
見
で
す
。

壁
面
に
は
、天
神
祭
や
心
斎
橋
、通
天
閣
や

遊
園
地
な
ど
都
市
の
文
化
や
娯
楽
を
動
く
模

型
で
紹
介
。生
活
道
具
、住
ま
い
の
年
表
な
ど

も
展
示
し
て
い
ま
す
。興
味
の
あ
る
展
示
か
ら

見
つ
つ
、「
住
ま
い
劇
場
」の
上
演
を
待
つ
の
が

お
す
す
め
で
す
。

学
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

今
昔
館
で
は「
学
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。8
階
で
は
展
示
を
見
て
ク

イ
ズ
に
答
え
る「
チ
ャ
レ
ン
ジ
オ
ッ
タ
〜
！
初

級
編・中
級
編
」を
用
意
。全
問
正
解
で
景
品
が

も
ら
え
る
と
あ
っ
て
、子
ど
も
に
も
大
人
に
も

大
人
気
で
す
。再
オ
ー
プ
ン
後
に
は
9
階
専
用

の
ク
イ
ズ
も
お
楽
し
み
に
。

そ
の
ほ
か
様
々
な
企
画
展
や
イ
ベ
ン
ト
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
、常
設
展

示
の
他
に
も
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。都
心
部

に
あ
り
天
神
橋
筋
六
丁
目
駅
か
ら
直
結
、雨
に

も
濡
れ
ず
ア
ク
セ
ス
で
き
る
便
利
な
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
す
。年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
活
用
し
て
、

何
度
で
も
気
軽
に
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

令
和
3
年
に
開
館
か
ら
20
年
を
迎
え
ま
し

た
。生
き
生
き
と
し
た
展
示
を
維
持
す
る
た

め
に
、日
々
の
掃
除
や
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。学
芸
員
以
外
に
も
た
く

さ
ん
の
人
が
関
わ
り
、再
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た

準
備
を
進
め
な
が
ら
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

大阪市立菅北小学校 山本 輝樹教頭先生
やまもと てるき

今昔館のすぐ隣でふとん店を営んでい
ます。商店街でイベントを開催する際に
今昔館の入場券を景品にしたり、學光さ
んの阿波おどりイベントに協力したりし
ています。再オープン後も連携を続けて
いけるよう期待しています。

天神橋筋商店会 福田  仁郎総務部長
ふくだ   じろう

応援メッセージをいただきました！
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都
市
居
住
の
魅
力
を
伝
え
る

貴
重
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

大阪くらしの今昔館�階
近世展示室�����再オープン特集



〒530‐0041
 大阪市北区天神橋6丁目4‐20（住まい情報センター8階）　
 TEL：06‐6242‐1170　FAX：06‐6354‐8601

開館時間 10：00～17：00（入館は16：30まで）

一　 般　600円／団体500円
高・大生　300円／団体200円（要学生証原本提示）
※団体は20名以上
※中学生以下、障がい者手帳・ミライロID等提示（介護者1名含む）、
　市内在住の65才以上無料（要証明書原本提示）
※企画展示室の観覧料は別途必要です。

入 場 料

交通機関 ● Osaka Metro谷町線・堺筋線、阪急電鉄『天神橋筋六丁目』駅下車
    3号出口より住まい情報センター建物の地階へ連絡、エレベーターで8階へ
● JR大阪環状線『天満』駅から北へ約650m

休 館 日

10月～12月の休館日
１０/１～２８
１１/１.８.１５.２２.２９
１２/６.１３.２０.２７.２９～１/２

火曜日    年末年始  その他臨時休館あり  

※新型コロナウイルス感染症拡大の防止対策のため、ご利用の際には、マスクの着用や、手指消毒、他の方との距離を最低1mに保つなど、対策にご理解、ご協力をお願いいたします。

2022年10月～12月 催し物ガイド

イベント

■第17回 子ども落語大会（於：天満天神繁昌亭）
・10月1日（土）・時間 10：00～12：00・無料
・開催場所:天満天神繁昌亭（大阪市北区天神橋
  2-1-34） Osaka Metoro
  谷町線・堺筋線 南森町駅徒歩3分、
  JR東西線大阪天満宮駅徒歩3分
・今昔館にて開催された子ども落語大会の上位
  入賞者が繁昌亭の大舞台に立ちます。

■［イケフェス大阪2022関連企画］
 　町家の特別公開とカンナかけ体験
・10月29日（土）～30日（日）
・時間 13：30～16：00
・対象 小学生以上
・大阪各地で開催される「生きた建築ミュージアム
  フェスティバル大阪2022」にあわせ、小屋組みがみられる
  町家２階の特別公開とカンナかけ体験を開催します。

常設展

■商家の賑い
・令和4年10月29日（土）～

■季節のしつらい

　■誓文払い
　・令和4年11月12日（土）～12月4日（日）

　■正月飾り
　・令和5年1月3日（火）～1月16日（月）

ワークショップ

■［再開特別企画・住教育コラボレーション］
　今昔館の風景を額縁に飾ろう
・10月29日（土）～30日（日）
・時間：①11：00　②13：00　③14：00
・材料費：300円
・当日先着各回8名

■［企画展関連企画］
木版画はがきを刷ろう  

・10月29日（土）～30日（日）
・時間：13：30～15：00
・材料費：200円
・定員なし

見て聞いて楽しむ

■今昔語り
・開催日：11月20日（日）12月18日（日）　
・時間：14：30～15：00

■上方ことば塾
・開催日：毎月第2日曜日・時間：14：30～15：00

■紙芝居
・開催日：毎月第3日曜日・時間：11：00～12：00

■絵本で楽しい時間
・開催日：毎月第4日曜日・時間：14：30～15：00

大坂について学ぶ

■町家ツアー
・開催日：平日・土曜日、日曜・祝日
・時間：平日・土曜日 11：30～  日曜・祝日 13：10～

■町の解説
・開催日：毎月第1・3日曜日・時間：13：00～16：00

企画展

なにわを語る　明治・大正・昭和の絵葉書
本展では明治から大正、昭和にかけて発行された大阪ゆかりの絵葉書に

スポットをあて、時代とともに移り変わる街の風景や建築、人々の暮らし

や文化の醸成、趣味人たちの交流などを幅広く紹介します。絵葉書なら

ではの多様なジャンル、ユニークなデザイン、巧みな技法によって表現さ

れた魅力あふれる大阪の姿をお楽しみください。

◆会 期：令和4年10月29日（土）～12月18日（日）
◆主　催：大阪くらしの今昔館・日本絵葉書会
右ページ館情報を参照ください
◆観覧料：企画展のみ300円

「（大阪名所）地下鉄工事」
（昭和初期）個人蔵

「大阪市中心標除幕記念」
（特許レコード製作所、大正14年）
個人蔵

「第五回内国勧業博覧会記念」
（第五回内国勧業博覧会協賛会、
 明治36年）個人蔵

【8階モダン大阪パノラマ遊覧】
近代大阪の代表的な住まいと
暮らしをジオラマや資料で再現。

【9階なにわ町家の歳時記】
江戸時代の大坂の町並み
を実物大で再現。大通りに
は、風呂屋や本屋、薬屋な
どが並び、ひときわ高い火
の見櫓も。路地を抜けると
裏長屋の庶民の生活をか
いまみることもできます。

【休館のお知らせ】
9月27日（火）から10月28日（金）まで開館準備のため全館休館いたします。

【開館のお知らせ】
全館再開は、10月29日（土）です。

充実した展示や楽しいイベントなど、盛りだくさんな内容でお楽しみください。

■狂言
・12月11日（日）・時間：14：00～14：40頃
・洗練された笑いの芸術を、お楽しみください。
・出演：増田浩紀　他

※入場料（常設展）が必要です。
※費用の記述がないものは参加無料です。
※材料費は当日お支払いください。

※予告なく中止・変更等することがあります。事前にお確かめください。
※定員があるイベントは８階受付で12時から参加券を発行します。

■つまみ細工
・11月19日（土）・時間：①13：30　②14：30
・材料費：300円・当日先着各回10名

■正月祝箸袋を作ろう
・12月18日（日）・時間：①13：30　②14：30
・材料費：300円・当日先着各回10名

■折り紙で遊ぼう／☆折り紙を折ろう
・開催日：偶数月 第3土曜日・時間：13：30～15：00
・材料費：100円・当日先着16名

■折り紙で遊ぼう／☆鶴のつなぎ折り
・開催日：奇数月 第3日曜日
・時間：①初級13：30～ ②中上級14：30～
・材料費：100円・当日先着各回８名

ワークショップ

イベント

■乙女文楽
・11月6日（日）・時間：14：00～15：00
・女性一人が一体の人形を
  操る人形浄瑠璃です。
・出演：乙女文楽座

町家・町並みの補修を実施！
　・町並み模型の様々な箇所を直しました
      （町通りや路地の路面・町家の前栽（樹木）など）
　・町家の瓦屋根や傷んだ木部の補修と
      畳の表替えをしました

観覧サービスを向上！
・「風呂屋シアター」の映像が新しくなりました
・二次元バーコード解説（4か国語解説）を導入
  しました
・入館者に先着でプレゼントを用意しています

再オープンにあわせて9階では、

再オープ
ンの10/2

9から

イベントを実施します!!

竹岡 雅子さん
たけおか まさこ

菊地 知栄子さん
き く ち ち え こ

にしざき まこと

「今昔館の風景を額縁に飾ろう」ワークショップで
使用するパーツを準備中。細かいものをたくさん作
るのが大変と言いつつ、みなさんとても楽しく作業
されていた。
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テ
ィ
ア「
町

家
衆
」。9
階
常
設
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懐
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化
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開
催
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体
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学
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守
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ど
活
動
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多
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に
わ
た
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現
在
の
登
録
数
は
1
8
5
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。開
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初
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定員：机利用の場合／150席
　　 椅子のみの場合／300席
※控え室もあります。

定員：机利用の場合／54席
椅子のみの場合／70席

※研修室は区切って、少人数でもご利用いただけます。

のご案内

●
住
ま
い
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す

■
住
ま
い
の
一
般
相
談

　
（
随
時
／
窓
口
相
談
・
電
話
相
談
）

公
的
賃
貸
住
宅
な
ど
の
住
ま
い
探
し

を
は
じ
め
、住
ま
い
を
購
入
す
る
と
き

や
建
て
る
と
き
の
一
般
的
な
注
意
点
、

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に
関
す
る
情

報
や
大
阪
市
を
中
心
と
し
た
住
宅
施

策
な
ど
に
関
す
る
ご
質
問
に
、窓
口
ま

た
は
電
話
で
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

ま
ず
相
談
内
容
を
お
聴
き
し
て
、問
題

点
の
整
理
・
解
決
の
た
め
に
必
要
な
知

識
や
情
報
を
提
供
し
ま
す
。英
語
、中
国

語
、韓
国
・
朝
鮮
語
に
も
対
応
し
ま
す
。

（
外
国
語
対
応
は
17
時
ま
で
）

●
住
ま
い
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
図
書
・
雑
誌
な

ど
を
利
用
で
き
ま
す

住
ま
い
や
く
ら
し
、大
阪
に
関
す
る
図
書
、建
築
本
や

雑
誌
、機
関
誌
、ミ
ニ
コ
ミ
誌
、企
業
広
報
誌
、絵
本
な

ど
を
自
由
に
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、図
書

の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す（
一
部
を
除
く
）。

●
ホ
ー
ル
・
研
修
室
を
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
会
・
サ
ー

ク
ル
活
動
・
会
議
・
研
修
会
の
場
と
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す

相談専用電話 （06）6242-1177

● 4階 住情報プラザ（相談・ライブラリー）
　平日・土曜日／9：00～19：00
　日曜日・祝日／10：00～17：00
● 3階 ホール／5階 研修室・会議室  
   平日・土曜日／9：00～21：00
　日曜日・祝日／9：30～17：00

●火曜日 （祝日の場合は翌日）
●祝日の翌日（日曜日、月曜日の場合を除く）
●年末年始 （12/29～1/3）
   ※上記のほか臨時休館する場合があります。

〒530-0041 大阪市北区天神橋6丁目4-20 大阪市立住まい情報センター4階  
TEL.06-6242-1160　FAX.06-6354-8601
おおさか・あんじゅ・ネット  https://www.osaka-angenet.jp/

● Osaka Metro谷町線・堺筋線、阪急電鉄　
　「天神橋筋六丁目」駅下車3号出口直結
● JR大阪環状線「天満」駅から北へ約650m
●お車でお越しの場合は阪神高速道路「守口線」
　長柄出口 都島通り経由、約500m

開館時間

交通アクセス

休館日
至天満橋

至
都
島

天
満
橋
筋

大
川

源八橋

都島橋

至淡路

至大阪

至南森町

JR大阪環状線

北区役所
至東
梅田

天
神
橋
筋
商
店
街

扇町公園

天
神
橋
筋
六
丁
目

天神橋筋六丁目

天
神
橋
筋

谷町線
都島通

天満

堺
筋
線

阪
神
高
速
守
口
線

扇
町

住まい情報センター
大阪くらしの今昔館

中崎
町

至
桜
ノ
宮

インフォメーション

５階 研修室３階 ホール

無
料

無
料

有
料

※新型コロナウイルス感染症拡大の防止のため、使用人数を変更しております。詳しくはお問い合わせください。

※新型コロナウイルス感染症拡大の防止等、やむを得ない状況により変更になる場合がございます。
※ご利用の際には、マスクの着用や、手指消毒、他の方との距離を最低1mに保つなど、対策にご理解、ご協力をお願いいたします。

内　　　容専 門 家 相 談 日 時

住まいの法律
概ね毎週土曜日
（10時～13時30分）

借家・借地・土地・建物・相続等に
関する法律上の相談（弁護士）

住まいの資金
計画

隔週土曜日
（10時30分～12時）

住宅取得やローン返済、高齢期の
住まいと暮らしに関する資金計画等
 （ファイナンシャルプランナー）

建築・
リフォーム

隔週土曜日
（10時～13時）

建築設計や施工上の問題・
建築関係法令等（建築士）

分譲マンション
（法律）

概ね月1回日曜日
（13時～16時）

管理組合運営・管理規約等に
関する法律上の相談（弁護士）

分譲マンション
（管理一般）

概ね毎週木曜日
（14時～18時）

管理組合運営・管理規約・
長期修繕計画等に関する相談
（マンション管理士）

■住まいの専門家相談（予約制／面接相談）
お申込みに際しては、相談員が一般相談で内容をうかがって

　から予約します。詳しくはお問い合わせください。

■連携機関による定期相談（面接相談）
（公社）大阪府建築士会による建築相談：
毎週日曜日13時～16時（受付は当日の12時30分～15時30分）
※12時30分に相談を受ける順番の抽選があります。

近畿税理士会による税務相談（予約制）：
毎週土曜日（但し、2・3月を除く）13時～16時
（TEL.06-6242-1177で予約受付）

4 階 住まいのライブラリー

ご予約は30日前から
お受けしています。

※新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、定員の変更やセミナーを中止する場合がございます。その場合は「おおさか・あんじゅ・ネット」等でお知らせします。

住まい情報センター
タイアップイベント

2 
住まい情報センターと住まい・まちづくりの専門家団体等が
共催するセミナー・イベントです

おひとりさま幸齢学セミナー「最期まで自宅」
がいいけど、それはムリ？
どうすればいいの？！おひとりさまの住み替え

●日時：11月5日（土）13：30～16：00
●場所：3階ホール
●講師：殿村美知子（SSNおひとりさまネット代表）
●定員：会場50名オンライン100名（いずれも申込先着順）
●団体：SSNおひとりさまネット

■タイアップ＋Plusセミナー　

法改正から考える空き家対策・活用
法律を知って賢く対応、活用で空き家は大活躍！

●日時：11月3日（木・祝）13：30～15：30
●場所：3階ホール
●講師：河田真一（（一社）既存住宅・空家プロデュー
　　　 ス協会理事・司法書士）、猪股賢（（一社）既存
　　 住宅・空家プロデュース協会理事）
●定員：会場100名オンライン100名（いずれも申込先着順）
●個別相談：定員10組（1組20分、前後半5組ずつ）
　　　　　 会場開催のみ（事前申込要。申込多数
                       の場合当日抽選）
●団体：（一社）既存住宅・空家プロデュース協会

■チャレンジタイアップセミナー

インテリアコーディネーターが推奨する
インテリアと防災

●日時：11月27日（日）
　　　 セミナー（申込先着順）：
              第１部12:00～12:45 第２部14:00～14:45
　　　 ワークショップ※参加希望者のみ
　　　 （事前申込要。定員超過した場合抽選）：
                ①インテリアファブリックで作るミニがま
                    口ケース
                第1部11:15～12:00 第2部13:00～13:45
                ②インテリアファブリックで作る風呂敷
                     防災七変化！
              第1部11:30～12:00 第2部13:15～13:30
               ※開催形式や定員、参加費、申込方法について
                     の詳細は、あんじゅネットをご覧ください。
●個別相談：あり
                 ※詳細は、あんじゅネットをご覧ください。
●場所：3階ホール
●講師：新治照美（一級建築士、インテリアコーディ
               ネーター）、土谷尚子（インテリアコーディ
              ネーター、防災士）
●申込締切：セミナー：定員に達し申込締切
                         ワークショップ：11月13日（日）
●団体：インテリアコーディネーター協会関西

かるた遊びから学ぶ、
家庭でできる防災防犯教育

●日時：12月11日（日）
　　　 A：11:00～11:50（各15組）
　　　 B：14:00～14:50（各15組）
●場所：3階ホール
●講師：清水麗子（片づけ防災教育士、防災士、発達
　　　 支援教育士）
●定員：A：会場15組
　　 （就学前の子ども・保護者又は大人同伴）
　　　 B：会場15組
　　 （小学校低学年・保護者又は大人同伴）
　　　（A・Bともに申込多数の場合は抽選）
●参加に必要なもの：はさみ・筆記用具
●申込締切：11月27日（日）
●団体：NPO法人ふくてっく

■住まいの基礎知識

◎住まいを購入する（全7回）
第７回 住まいのお金編②「税金と確定申告」

●日時:12月10日（土）13：30～15：30
●場所：3階ホール
●講師：近畿税理士会税理士
●定員：会場50名オンライン100名（いずれも申込先着順）
●個別相談：定員4組（事前申込要）

■住まいとくらしのワークショップ2022

DIYワークショップ
住まいをセルフメンテナンスしよう

●日時:10月22日（土）13：30～16：30
●場所：3階ホール
●講師：妹尾和江（JSHIホームインスペクター）ほか
●定員：会場30名（申込多数の場合は抽選）
●申込締切：10月8日（土）

◎住まいの維持管理(全3回)
第１回 メンテナンス編「戸建住宅のメンテナンス」

●日時:10月8日（土）13：30～15：30
●場所：3階ホール
●講師：NPO法人 日本ホームインスペクターズ協会
                近畿エリア部会  ホームインスペクター
●定員：会場50名オンライン100名（いずれも申込先着順）

第3回 リフォーム編「住まいのリフォーム」

●日時:10月30日（日）13：30～15：30
●場所：3階ホール
●講師：（公社）大阪府建築士会 住宅を設計する
　　　   仲間達・所属建築士
●定員：会場50名オンライン100名（いずれも申込先着順）

◎住まいを借りる
「家を借りて住む」
～家探し・契約・引っ越しから退去まで～

●日時:12月3日（土）13：30～16：00
●場所：3階ホール
●講師：（一社）大阪府宅地建物取引業協会研修
                インストラクター、近畿運輸局大阪運輸支局
●定員：会場50名オンライン100名（いずれも申込先着順）

◎相続した賃貸不動産どうする？
　負動産にしないために(全2回)
第１回 「大家の役割～維持管理・活用編～」

●日時:11月12日（土）13：30～15：30
●場所：3階ホール
●講師：柏元真理子氏（がんばる家主の会） 
●定員：会場50名オンライン100名（いずれも申込先着順）

第２回 「大家の役割～税金編～」

●日時:11月26日（土）13：30～15：30
●場所：3階ホール
●講師：近畿税理士会税理士
●定員：会場50名オンライン100名（いずれも申込先着順）
●個別相談：定員4組（事前申込要）

第２回 空き家対策編「空き家の管理・利活用」

●日時:10月15日（土）13：30～15：00
●場所：3階ホール
●講師：米田淳（（一社）大阪府不動産コンサル
　　　 ティング協会）
●定員：会場50名オンライン100名（いずれも申込先着順）
●個別相談：定員10組（事前申込要）

セミナー・イベントガイド   2022年
住まい情報センター
主催イベント

住まい情報センターが主催するセミナー・イベントです

1 

マンション管理基礎講座

●日時：①10月29日（土）②11月６日（日）
               ③11月13日（日）いずれも10：00～12：30
●場所：3階ホール
●定員：各日150名（会場100名、オンライン50名）
               （申込先着順）連続受講が基本ですが、1日
                だけ、1講座だけの受講も可能です。

マンション管理相談会

●日時：10月30日（日）13：00～16：00
●場所：大阪市立住まい情報センター４階
●定員：法律相談６組、技術相談３組、管理一般相談
　　　 ３組/申込多数の場合は大阪市マンション管
　　　 理支援機構に登録をされている管理組合の
　　　 方を優先して抽選します。
●申込締切：10月17日（月）
●お問合せ先（３イベントとも）:大阪市マンション
　　 管理支援機構事務局電話（06-4801-8232）

マンション管理「ナイトトーク」( 平日夜間情報交換会 )

●日時：10月26日（水）19：00～20：30
●場所：3階ホール
●定員：30名　分譲マンションにお住まいの方が対
　　　 象です。申込多数の場合は、初めて参加され
　　 る方を優先して抽選します。
●申込締切：10月19日（水）

■大阪市マンション管理支援機構

想いを叶える“場”づくり×住まいのアップサイクル 
～カフェやコミュニティスペースの事例から～

●日時：12月4日（日）14：00～16：00
●場所：3階ホール
●講師：コーディネーター/山納洋（大阪ガス株式会社
　　　  近畿圏部 都市魅力研究室長）ほか
●定員：会場50名オンライン50名（いずれも申込先着順）
●申込締切：11月24日（木）
●お問合せ先：クレオ大阪子育て館（06-6354-0106）

■共催事業

その他
住まい関連イベント3 

●ウェブサイトからの申し込み
申し込みは開催日の約2カ月前からになります。

●はがきまたはFAXで申し込み
記入事項を明記し、下記の住所、FAX番号へお申し込
みください。
〒530-8582（住所不要）大阪市立住まい情報センター4F
FAX:06-6354-8601

●記入事項：イベント名、住所、名前（フリガナ）、年齢、参
加希望日、電話番号、手話通訳希望の有無、個別相
談希望の有無など

●参加費は特記以外無料、要事前申し込み。申込先着
順の場合は、定員になり次第締切。抽選の場合は、締
切後も定員に満たない場合は引き続き募集します。

●申し込みの際の個人情報は、主催者で適切に管理し、
イベントに関する連絡、統計データおよびイベント保
険（必要な場合）への加入にのみ利用します。

●午前8時45分時点で、「暴風警報」が発令されている場
合は中止とさせていただきますが、セミナー開始3時間
前までに解除された場合はセミナーを実施します。

●手話通訳をご希望の方は開催2週間前までにお問い
合わせください。

●オンライン受講を希望される方はウエブサイトからお
申し込みください。

【注   意】
一部のイベントを除き、参加証の発送はありません。
「申込先着順」のイベントにお申し込みいただいた場合は、
イベント開催当日、直接会場にお越しください。「抽選」の
場合に限り、はがきかEメールで当落をお知らせします。

おおさか・あんじゅ・ネット
▶https://www.osaka-angenet.jp

参加申し込み方法
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個別相談のみ当日抽選

個別相談のみ当日抽選

個別相談のみ
当日抽選
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● 市営住宅

募集種別（募集時期） 概要 お問い合わせ

定期募集等 【抽選】
（例年7月上旬、11月上旬、
   2月上旬）

福祉目的募集 【抽選】
（例年5月上旬）

随時募集 【先着順、一部抽選】

市営住宅募集センター募集担当
●TEL：6882-7024 ●FAX：6882-7051

ひとり親住宅／大阪市こども青少年局　こども家庭課
●TEL：6208-8035 ●FAX：6202-6963

障がい者向け住宅／大阪市福祉局　障がい福祉課
●TEL：6208-8081 ●FAX：6202-6962

高齢者向け住宅／大阪市福祉局　地域包括ケア推進課
●TEL：6208-8060 ●FAX：6202-6964

ひとり親（配偶者のない方とその子ども（20歳未満）のみで構成する世帯）、高齢者
（60歳以上）および障がい者（障がい者手帳（身体・精神・療育）等を所持している
こと）の方々が対象であり、各申込区分により申込資格を設定しています。申込書
類は各区保健福祉センターで配布します。

収入・同居親族等の条件があるほか、一般世帯・新婚・子育て・単身者向け等、各申込
区分により申込資格を設定しています。一部の申込区分では、府内居住、市内在勤の
方も申込みができます。

定期募集等において、応募者が募集戸数に満たなかった住戸について、先着順で
随時募集を行っています。募集住戸の追加［例年、年3回（4月・8月・12月）］があり、
追加住戸については、抽選で入居者を決定します。

市営住宅募集センター募集担当
●TEL：6882-7024 ●FAX：6882-7051

住まい情報センター
相談専用電話

TEL:6242-1177
制度概要制度名称 お問い合わせ

大阪市新婚･子育て世帯向け
分譲住宅購入融資利子補給制度

大阪市エコ住宅普及促進事業

大阪市子育て安心マンション
認定制度

大阪市防災力強化マンション
認定制度

防災空地活用型除却費補助制度

初めて住宅を取得する新婚世帯・子育て世帯を対象に、住宅ローンの利子の一部を補
助します。なお、予算の範囲内で先着順に受付します。申込みにかかる資格要件につ
きましては窓口までお問い合わせください。

大阪市都市整備局　住宅支援受付窓口
（住まい情報センター４階）
●TEL：6356-0805●FAX：6356-0808 

制度概要制度名称 お問い合わせ

大阪市耐震診断・改修補助事業

マンション耐震化緊急支援事業

ブロック塀等撤去促進事業

一定の要件を満たす戸建住宅等の所有者に対して、耐震診断・耐震改修設計・耐震改
修工事・耐震除却工事に要する費用の一部を補助します。また、木造住宅の所有者に
対して耐震事業者の情報を提供しています。

一定の要件を満たすマンションの所有者に対して、耐震診断・耐震改修設計・耐震改
修工事に要する費用の一部を補助します。

道路等に面した一定の高さ以上のブロック塀等の撤去および軽量フェンス等の新設
工事に要する費用の一部を補助します。

大阪市子育て世帯等向け
民間賃貸住宅改修促進事業

ＬＤＫ化や断熱改修、ユニットバスの新設・改良工事等、子育て世帯等の入居に資する改
修工事等を行う民間賃貸住宅のオーナーに対して、改修工事費の一部を補助します。

大阪市都市整備局
耐震･密集市街地整備受付窓口
（住まい情報センター４階）
●TEL：6882-7053●FAX：6882-0877

制度概要制度名称 お問い合わせ

分譲マンション勉強会支援
アドバイザー派遣制度

分譲マンション長期修繕計画
作成費助成制度

分譲マンション再生検討費助成制度

大阪市マンション管理支援機構

分譲マンションの管理組合等が実施する勉強会を支援するため、その講師として一級
建築士や弁護士などの専門家を無料で派遣し、建物の技術的な内容や法的な問題等
に関する一般的なアドバイスを行います。

長期修繕計画の作成又は見直しを行う管理組合に対して、作成費用の一部を補助し
ます。補助率：補助対象となる経費の1/3　補助限度額：１件当たり30万円

分譲マンション管理適正化支援
アドバイザー派遣制度

築30年以上で管理に課題を抱えている分譲マンションの管理の適正化を支援するた
め、建築士・弁護士・マンション管理士などの専門家を無料で派遣し、それぞれのマン
ションが抱える課題の解決に向けたアドバイスを行います。

再生（改修や建替えなど）に向けた検討を行う管理組合に対して、検討費用の一部を
補助します。補助率：補助対象となる経費の1/3　補助限度額：１回当たり60万円

公共団体や、建築、法律等の専門家団体等が連携して、分譲マンションの管理組合を
支援します。登録組合には、セミナーの開催案内や情報誌等を無料で送付します。

断熱性能が高く、太陽光発電や省エネ性能に優れた設備などを備えたマンション等
を「大阪市エコ住宅」として認定し、広く情報発信していきます。

大阪市都市整備局　まちなみ環境グループ
●TEL：6208-9631●FAX：6202-7064 

民間老朽住宅
建替支援事業

隣地を取得した
戸建住宅への
建替建設費補助

対策地区において、未接道敷地や狭小敷地を解消するために隣地を売買で取得した
敷地において、昭和56年５月31日以前建築の建物を戸建住宅に建替える場合、設計・
解体費用等の一部を補助します。

狭い道路に面した
古い木造住宅の
解体費補助

対策地区において、幅員４ｍ未満の道路に面する昭和25年以前建築（重点対策地区
においては、幅員６ｍ未満の道路に面する昭和56年５月31日以前建築）の木造住宅を
解体する場合、解体費用の一部を補助します。

集合住宅への
建替建設費補助

重点対策地区において、昭和56年５月31日以前建築の建物を集合住宅（マンション・
アパートなど）に建替える場合、建替え費用の一部を補助します。

大阪市都市整備局　民間住宅助成グループ
●TEL：6208-9228●FAX：6202-7064 

大阪市地域魅力創出建築物修景事業
（修景に関する無料相談など）

建物の修景の促進により地域魅力の創出を図るため、「修景相談」と「修景補助」を実
施するとともに、修景された建物等を活かした「魅力発信等」に取組んでいます。 まず
はお気軽に建物の修景についてご相談ください（無料）。

大阪市都市整備局　まちなみ環境グループ
●TEL：6208-9631●FAX：6202-7064

大阪市空家利活用改修補助事業
空家の利活用に向けた良質なストックへの改修を促進するため、住宅の性能向上に資
する改修工事や地域まちづくりに資する用途への改修工事等に要する費用の一部を補
助します。

予約申込   住まい情報センター
●TEL：6242-1177（相談専用）

大阪市都市整備局　住宅政策グループ
●TEL：6208-9224●FAX：6202-7064 

大阪市マンション管理支援機構事務局
（住まい情報センター４階）
●TEL：4801-8232●FAX：6354-8601

高齢者住宅改修費給付事業

重度心身障がい者（児）住宅
改修費給付事業

介護保険制度の居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給を受ける方が属する世帯等で、
生活支援・介護予防の観点から真に住宅改修が必要と認められる世帯の住宅改修費用
の一部を給付します。

在宅の重度の身体・知的障がい者、難病患者等の方が、日常生活上の障がいの除去ま
たは軽減に直接効果のある改修工事を行うとき、工事費用の一部を給付します。所得
制限があります（ただし、介護保険制度が適用される方は本制度の対象となりません）。
なお、必ず事前に申請が必要です。

各区保健福祉センター
保健福祉課

大阪市都市整備局
耐震・密集市街地整備受付窓口
（住まい情報センター４階）
●TEL：6882-7053●FAX：6882-0877
※重点対策地区および対策地区の詳細は
　お問合せください。

大阪市都市整備局　密集市街地整備
グループ
●TEL：6208-9235●FAX：6202-7025
※重点対策地区の詳細はお問合せください。

‘子育てに配慮した仕様’と‘子育てを支援する環境’を備えた良質な民間の新築マン
ションを認定し、その情報を大阪市ホームページ等で広く情報発信していきます。

大阪市都市整備局　安心居住課
●TEL：6208-9648●FAX：6202-7064 耐震性や耐火性等建物の安全性に関する基準に適合することに加え、被災時の生活

維持に求められる設備・施設等の整備、住民による日常的な防災活動等により防災力
が強化されたマンションを認定し、広く情報発信していきます。

重点対策地区において、幅員６ｍ未満の道路に面する昭和56年５月31日以前建築の
木造住宅を解体し、跡地を災害時の避難等に役立つ防災空地として活用する場合、解
体費用及び空地整備費用の一部を補助します。
※本制度を活用して防災空地を整備した場合、土地の固定資産税・都市計画税が非
課税になります（整備の翌年以降）。

●中堅層向け住宅 ● その他の公的賃貸住宅

住宅種別 お問い合わせ

大阪市管理

大阪市住まい
公社管理

市営すまいりんぐ（子育て応援型）・市営すまいりんぐ・
市営特定賃貸住宅・市営再開発住宅

公社一般賃貸住宅・公社すまいりんぐ

市営住宅募集センター募集担当
●TEL：6882-7012 ●FAX：6882-7051

大阪市住まい公社募集担当
●TEL：6882-9000 ●FAX：6882-7021

管理者 お問い合わせ

大阪府

大阪府
住宅供給公社

都市再生機構
（UR都市機構）

大阪府営住宅藤井寺管理センター
●TEL：072-930-1090

大阪府住宅供給公社募集グループ
●TEL：6203-5454

UR梅田営業センター●TEL：6346-3456
空室情報フリーダイヤル：0120-23-3456

● 民間賃貸住宅
制度名称 制度概要 お問い合わせ

セーフティネット住宅登録制度

サービス付き高齢者向け住宅
登録制度

大阪あんぜん・あんしん賃貸住宅
登録制度

低額所得者や高齢者、障がい者、子育て世帯等の住宅の確保に特に配慮を要する方の入居を
拒まない住宅として、大阪市に登録された民間賃貸住宅を、以下のサイトで検索できます。
〈セーフティネット住宅情報提供システム〉https://www.safetynet-jutaku.jp/guest/index.php

大阪市都市整備局　安心居住課
●TEL：6208-9222 ●FAX：6202-7064

高齢者が安心して暮らすことができる住宅として、大阪市に登録された住宅を、以下のサイト
で検索できます。
〈サービス付き高齢者向け住宅情報提供システム〉https://www.satsuki-jutaku.jp/

大阪市都市整備局　安心居住課
●TEL：6208-9648 ●FAX：6202-7064

高齢者、低額所得者、障がい者、外国人、子育て世帯等の入居を拒まない賃貸住宅や、その仲
介を行う協力店、入居の支援を行う団体、相談の窓口等が、以下のサイトで検索できます。
〈あんぜん・あんしん賃貸検索システム〉http://sumai.osaka-anshin.com/

大阪府　居住企画課
●TEL：6210-9707 ●FAX：6210-9712

大阪市住まいのガイド

借りる・買う・建てる・建て替える
紹介している大阪市の公的賃貸住宅や各種制度について、
より詳しくお聞きになりたい方はお気軽にお問合せください。

住まいを借りる（公的賃貸住宅等）

住まいを買う・建てる・建て替える・解体する

住まいを改修する

分譲マンション管理組合の方へ

※大阪市の市外局番は「06」です。 ※各事業の詳細は、おおさか・あんじゅ・ネット（https://www.osaka-angenet.jp/）および大阪市ホームページでご確認ください。
※補助・助成事業の利用にあたっては申請手続きが必要です。 事業によって要件や受付期限が異なりますので、詳しくは窓口にお問合せください。

2022年10月1日現在

公営住宅の収入基準を超えている方等、中堅所得者向け賃貸住宅（先着順）
です。大阪市外にお住まいの方も申し込みができます。

・住宅に困っておられる所得の低い方々向けの賃貸住宅です。原則として大阪市内にお住まいの方が対象です。
・収入基準は、一般世帯で 158,000 円以下、高齢者・障がい者世帯等で 259,000 円以下（月額所得額）となります。

「おおさか・あんじゅ・ネット」からそれぞれの制度へ
リンクしています。

市営住宅募集センター募集担当とは、大阪市営住宅指定管理者大阪市住宅供給公社市営住宅募集センター募集担当のことです。

①新婚世帯
申込者及び配偶者のいずれもが40歳未満であって、
婚姻届出の後5年以内の世帯

②子育て世帯
同一世帯に申込者又は配偶者の小学校6年生以下の
子どものいる世帯

対象世帯（①又は②）

年間最大10万円×最長5年間

補助額

住宅取得に係る売買契約日の締結日から1年を経過していない方
（売買契約から1年を経過していても、融資借入金の返済が開始してい
ない方は対象）

申込期限に係る要件

次の要件のすべてに適合する融資
・返済期間が10年以上のもの
・融資利率が年0.1％以上のもの
・本制度の融資取扱金融機関が取り扱うもの   
（詳しくはホームページをご確認ください）

対象となる融資（住宅ローン）

ホームページ

大阪市新婚・子育て世帯向け分譲住宅購入融資利子補給制度の概要（大阪市）
https://www.city.osaka.lg.jp/toshiseibi/page/0000110240.html

申込受付・問合せ

住まい情報センター4階 大阪市都市整備局 住宅支援受付窓口
電話：06-6356-0805
住所：〒530-8218 大阪市北区天神橋6丁目4番20号（住まい情報センター4階）
　　（Osaka Metro 「天神橋筋六丁目駅」下車3号出口）
受付時間：平日午前9時～午後5時30分（土曜日、日曜日、祝日及び年末年始は休業）
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さをり織り体験（はたけもり）

メッセージボード

M E S S A G E  B O A R D

※生きた建築とは…「大阪の歴史・文化、市民の暮らしぶりといった都市の営みの証であり、

様々な形で変化・発展しながら、今も生き生きとその魅力を物語る建築物等」のこと

生きた建築ミュージアム
フェスティバル大阪2022

生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪（イケフェス大阪）は、毎年秋の週末
に、大阪の魅力ある建築を無料で公開する日本最大級の建築イベントです。
長いときを刻んだ歴史的な建築から、斬新なデザインの現代建築まで、あの建
築家の名作から昭和の雰囲気を色濃く残す街場の喫茶店まで、大阪という都市
の魅力を様々に物語る100以上の「生きた建築※」が、一斉にその扉を開きます。
普段めったに入ることのできない建築の特別公開や、所有者等の案内で巡るガ
イドツアーやトークセミナーなど、イケフェス大阪でしか体験できない多彩なプロ
グラムをご用意しています。ぜひ、お楽しみください。

●開催期間：メイン期間  令和４年10月29日（土）、10月30日（日）
　　　　　メイン期間の前後にプレ・アフタープログラムも実施予定

●開催場所：大阪市内（キタ、中之島、船場、ミナミ、新世界、コスモスクエア等）ほか

●主　　催：生きた建築ミュージアム大阪実行委員会

大阪市空家利活用改修補助事業
子ども食堂や高齢者サロンなど、地域まちづくりを

活性化するための改修工事等にかかる費用の一部

を補助します［地域まちづくり活用型］。

また、これから居住する空家の省エネ化やバリアフ

リー化など、住宅の性能向上に資する改修工事等

も補助の対象となります［住宅再生型］。

詳しくは大阪市ホームページをご覧いただくか、

受付窓口までお問い合わせください。

公式ホームページ 公式ツイッター

申込先

「もりの100かいだてのいえ」 
偕成社／いわいとしお

完成作品見本

＊参加建物等及びプログラム等は、予告なく中止・変更する場合があります。予めご了承ください。
＊最新の情報は、公式ホームページ、公式ツイッターで随時お知らせいたしますのでご確認をお願いします。
＊公式ガイドブックも発行予定。（10月初旬から全国の書店、Amazon等にて。800円＋税）

タイアップ事業は、大阪市立住まい情報センターが住ま
い・まちづくりに取り組むNPOや専門家団体と連携、協働
して実施する事業です。
このたび令和５年度に実施するセミナー・イベントの
企画提案を募集します。
新たな分野や、新たな視点からの取り組みを期待して、
募集テーマは自由です。これまで、住まい情報センターで
実施されたことのない、ユニークなテーマや仕掛けのあ
るイベントをお待ちしています。
詳しくはウェブサイトご覧ください。

●応募締切：令和５年１月11日（水）

令和５年度チャレンジタイアップ
事業企画提案を募集します

・と　き：令和4年11月20日（日）13時～又は15時～
・ところ：住まい情報センター4階　
・えほん：「もりの100かいだてのいえ」他、2・3冊
・講　師：絵本専門士 （NPO法人絵本文化推進協会登録）
・定　員：各回子ども５名程度【定員超過の場合は抽選】
・対　象：３歳～小学校低学年くらいまでの子どもとその保護者
・締　切：11月6日（月）

【おはなし会】

おはなし会のあと、10かいだてのおうちを親子でつくります！ 
■みんなのおうちを写真でつなげて、100かいだてのおうちにしま
す。後日、住まいのライブラリーで展示するので見にきてね。

【おうちづくり（ワークショップ）】

おはなし会!!＆
100かいだてのおうちをつくろう！

参加無料
事前申込
要

地域に開かれた空家活用のための改修工事に

補助制度があることを知っていますか。

これまで、この補助を利用して改修された空

家では、子ども食堂、畑作業を通じた食育活

動、さをり織り体験やシニアスマホ講座など、

様々な活動が行われ、新たなコミュニティの創

出や、まちの魅力向上に繋がっています。

ここでは、実際に活動を行う非営利団体のみ

なさんの声をご紹介します。

地
域
に
開
か
れ
た
空
家
活
用
に
つ
い
て

周
囲
の
方
の
反
応
は
？

し
ば
ら
く
空
家
に
し
て
い
た
実
家
の
改
修

を
始
め
た
こ
と
で
、子
ど
も
の
頃
の
友
人
や

父
母
の
知
り
合
い
と
い
う
ご
近
所
の
方
が

工
事
中
に
の
ぞ
き
に
こ
ら
れ
、思
い
出
話
を

し
て
帰
ら
れ
る
こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
し

た
。実
際
に
活
動
を
始
め
て
、ご
近
所
さ
ん

や
知
人
に
は
、い
い
場
が
で
き
た
と
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。（
は
た
け
も
り
）

こ
れ
ま
で
地
域
で
気
楽
に
使
用
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、子
ど
も
た
ち
・
若
い
世
代
に
非
常
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。小
学
校
・
中
学
校
・
保
育

所
と
も
つ
な
が
り
が
で
き
、地
域
で
子
ど
も

た
ち
の
見
守
り
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。（
こ
こ
コ
ミ
ュ
）

���

新
た
な
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

生
み
出
す

空
家
活
用

�����
改
修
に
お
い
て
こ
だ
わ
っ
た
点
は
？

防
音
・
断
熱
性
を
考
慮
し
て
内
窓
を
設
置
し

ま
し
た
。ま
た
、居
心
地
の
い
い
空
間
を
つ

く
る
た
め
、明
る
く
カ
ラ
フ
ル
な
壁
紙
に
し

て
い
ま
す
。（
こ
こ
コ
ミ
ュ
）

車
椅
子
の
方
が
で
き
る
だ
け
手
伝
い
無
し

で
過
ご
せ
る
よ
う
、手
す
り
の
位
置
な
ど
を

工
夫
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
し
ま
し
た
。

（
お
風
呂
d
e
サ
ロ
ン
）

こ
れ
か
ら
の
活
動
予
定
は
？

そ
ば
打
ち
が
得
意
な
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
の

で
、そ
ば
打
ち
会
を
し
て
み
た
い
で
す
。ま

た
、高
齢
者
や
障
が
い
者
を
対
象
に
、将
来

の
不
安
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

し
て
み
た
い
で
す
。（
お
風
呂
d
e
サ
ロ
ン
）

大阪市  空家  補助

受付窓口：

大阪市立住まい情報センター4階5番窓口 06-6882-7053

はたけもりHATA.Lab×COME.Lab
（生野区）

元お米屋さんを改修し、
地域と連携したイベント
等を開催。併設の畑で野
菜づくり体験も可能。

東三国ここコミュ
（淀川区）

子ども食堂や、外国籍の
方を含む多世代の交流
の場としてイベント等を
開催。

お風呂deサロン
（阿倍野区）

高齢者向けシェアハウス
の共用リビングを、地域
の高齢者サロンとして
開放。

イケフェス大阪2019の様子

◆大阪くらしの今昔館も会場になります。6ページをご参照ください。

1112

あんじゅ読者アンケートに
ご協力ください。

あんじゅバックナンバーはこちらから

メルマガにご登録頂きますと、住まい情報セ
ンター主催のイベント情報が登録メールに
配信されます。ぜひご登録ください。



工
事
の
目
的

9
階
展
示
室
は
東
西
36
ｍ
南
北
33
ｍ
、お
よ

そ
千
二
百
㎡
あ
り
、近
世
大
坂
の
町
並
み
が
実

物
大
模
型
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
町
並

み
を
覆
う
の
が
筒
型
天
井（「
ヴ
ォ
ー
ル
ト
天

井
」と
言
い
ま
す
）で
す
。い
ち
ば
ん
高
い
と
こ

ろ
で
1
4.
5
ｍ
あ
り
、高
さ
1
2.
3
ｍ
の
火

の
見
櫓
を
覆
う
よ
う
に
架
か
っ
て
い
て
、筒
型

の
形
が
町
並
み
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
た
せ
て
い

ま
す
。ま
た
筒
型
天
井
の
中
央
部
分
は
採
光
の

た
め
に
光
を
透
過
す
る
膜
天
井
と
し
て
、ワ
イ

ヤ
ー
で
遮
光
幕
を
開
閉
す
る
こ
と
で
光
の
量
を

調
整
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

工
事
前
の
天
井
は
建
物
を
支
え
る
構
造
部

か
ら
吊
り
材
で
石
膏
ボ
ー
ド
を
吊
り
下
げ
る
構

造
の
天
井（「
吊
り
天
井
」と
呼
び
ま
す
）で
し
た
。

news

天
井
改
修
工
事
の
記
録

令
和
3
年
9
月
18
日
か
ら
閉
鎖
し
て
い
た

9
階
展
示
室
・
10
階
展
望
フ
ロ
ア
が
10
月
29

日
に
再
開
し
ま
す
。1
年
を
超
え
る
閉
鎖
は

展
示
室
天
井
の
改
修
工
事
が
目
的
で
し
た
。

こ
の
構
造
は
従
来
の
基
準
に
は
適
合
し
て
い
ま

し
た
が
、東
北
な
ど
各
地
の
地
震
の
経
験
か
ら
、

震
動
や
衝
撃
を
受
け
た
際
に
脱
落
す
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、平
成
25
年
の
建
築
基
準
法

施
行
令
の
改
正
で
、面
積
や
高
さ
が
一
定
基
準

を
超
え
る
吊
り
天
井
の
改
修
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。9
階
展
示
室
の
天
井
も
耐
震
性
を
備
え

た
安
全
な
構
造
の
天
井
に
変
え
る
必
要
が
で
き

た
の
で
す
。

今
回
の
工
事
は
、「
吊
り
天
井
」か
ら
、構
造
部

材
に
直
接
天
井
面
構
成
部
材
を
取
り
付
け
る

「
直
天
井
」に
構
造
を
変
更
す
る
こ
と
で
安
全
性

を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

工
事
の
課
題

工
事
に
あ
た
っ
て
難
し
い
点
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
し
た
。ま
ず
問
題
と
な
っ
た
の
は
、作
業

用
の
仮
設
足
場
を
ど
の
よ
う
に
組
む
か
で
す
。

通
常
は
、床
面
か
ら
天
井
面
ま
で
足
場
を
組
み

上
げ
て
作
業
す
る
の
で
す
が
、9
階
に
は
町
並

み
が
あ
っ
て
不
可
能
で
す
。一
般
的
な
展
示
施

設
で
す
と
、展
示
設
備
を
い
っ
た
ん
撤
去
し
、改

修
後
に
復
旧
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

9
階
展
示
室
で
は
も
ち
ろ
ん
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
採
用
さ
れ
た
の
は
、吊
り
足
場
を
用
い

る
方
法
で
す
。

吊
り
足
場
工
法
は
、建
物
の
構
造
部
材（
天
井

の
梁
）か
ら
チ
ェ
ー
ン
な
ど
を
用
い
て
足
場
を
吊

る
こ
と
に
よ
っ
て
作
業
空
間
を
確
保
す
る
工
法

の
た
め
、町
並
み
を
解
体
・
移
動
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、直
接
床
面
に
か
か
る
荷
重

を
軽
減
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た（
注
１
）。町
家

の
屋
根（
と
く
に
瓦
）の
保
護
の
観
点
か
ら
は
、

吊
り
足
場
自
体
が
天
井
改
修
工
事
を
行
う
空
間

と
、町
並
み
を
隔
て
る
役
割
を
果
た
す
た
め
、落

下
物
を
防
ぐ
効
果
も
期
待
で
き
ま
し
た
。今
回

は
筒
型
天
井
が
立
ち
上
が
る
高
さ
約
9.
6
m
の

と
こ
ろ
に
主
た
る
仮
設
吊
り
足
場
を
設
け
ま
し

た
。ま
た
足
場
自
体
も
、軽
量
で
簡
単
に
組
立
・

解
体
が
で
き
る
も
の
を
使
い
ま
し
た（
注
2
）。

町
並
み
の
保
護

粉
塵
対
策
も
大
き
な
課
題
で
し
た
。従
来
の

天
井
を
撤
去
す
る
際
に
は
、ど
う
し
て
も
粉
塵

が
発
生
し
ま
す
。ま
た
天
井
の
素
材
は
石
膏
で
、

解
体
工
事
に
よ
る
粉
塵
が
町
家
の
屋
根
や
壁

面
・
建
具
に
付
着
す
る
と
そ
の
除
去
が
た
い
へ

ん
む
ず
か
し
く
、町
家
の
内
部
や
展
示
物
に
も

影
響
が
出
て
き
ま
す
。

そ
の
対
策
を
検
討
し
た
結
果
、町
並
み
全
体

を
養
生
シ
ー
ト
で
覆
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。町
並
み
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で
す
。シ
ー
ト
の

素
材
や
厚
さ
の
検
討
に
加
え
、シ
ー
ト
撤
去
時

の
こ
と
も
考
え
な
が
ら
継
ぎ
目
の
位
置
も
考
慮

し
、前
栽
や
祠
、犬
の
模
型
の「
天
ち
ゃ
ん
・
六

ち
ゃ
ん
」も
覆
い
枠
を
組
ん
で
シ
ー
ト
を
か
け

て
保
護
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。屋
根
瓦
を
傷

め
な
い
よ
う
に
慎
重
に
作
業
を
行
い
、12
日
か

け
て
養
生
が
完
成
し
ま
し
た
。す
べ
て
シ
ー
ト

で
養
生
さ
れ
た
町
並
み
の
姿
は
ま
さ
に
異
観
で

し
た
。ま
た
養
生
が
む
ず
か
し
い
裏
長
屋
の
物

干
し
は
慎
重
に
取
り
外
し
ま
し
た
。町
家
の
な

か
の
展
示
物
で
運
び
出
せ
る
も
の
は
運
び
出
し
、

家
具・調
度
類
、さ
ら
に
畳
は
全
部
上
げ
て
養
生

を
し
ま
し
た
。こ
う
し
て
粉
塵
の
対
策
は
決
ま

り
ま
し
た
が
、こ
の
方
法
は
い
わ
ば
町
家
を
密

閉
し
て
粉
塵
か
ら
守
る
対
策
で
す
。

次
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
温
湿
度
管
理
で

す
。木
造
構
造
物
で
あ
る
町
家
の
維
持
に
は
、常

に
湿
気
に
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。展
示

室
の
気
温
が
上
下
す
る
こ
と
で
養
生
の
内
部
で

結
露
が
生
じ
、最
悪
の
場
合
に
は
カ
ビ
な
ど
が

生
え
る
可
能
性
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
工

事
は
1
年
が
か
り
で
、夏・冬
に
そ
う
し
た
事
態

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
、養
生
シ
ー

ト
の
な
か
に
空
調
さ
れ
た
空
気
を
送
っ
て
循
環

さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。町
並
み
を
4
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク（
4
〜
5
つ
の
町
家
が
単
位
に
な
り

ま
す
）に
分
け
、そ
れ
ぞ
れ
を
空
調
の
パ
イ
プ
で

繋
い
で
空
気
を
循
環
さ
せ
ま
す
。そ
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
空
気
が
循
環
す
る
よ
う

に
送
風
機
を
置
き
、7
箇
所
で
温
湿
度
を
モ
ニ

タ
ー
し
ま
し
た
。

ま
た
天
井
は
、9
階
町
並
み
の
特
徴
の
ひ

と
つ
、24
時
間
の
移
り
変
わ
り
を
表
現
す
る

映
像
演
出
の
大
事
な
要
素
で
す
。夜
明
け
と

と
も
に
鶏
が
鳴
き
、町
の
賑
わ
い
が
聞
こ
え
、

日
が
暮
れ
て
い
き
ま
す
。東
側
の
壁
に
は
月

や
花
火
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。筒
型
天
井
の

立
ち
上
が
り
部
分
に
は
、キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー

ク
と
い
う
管
理
用
通
路
が
あ
り
、そ
こ
に
近

年
設
置
し
た
24
個
の
L
E
D
投
光
器
を
は
じ

め
、2
0
0
を
超
え
る
ラ
イ
ト
、音
響
機
器
、

制
御
機
器
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
月

と
花
火
の
映
写
装
置
は
会
所
・
火
の
見
櫓
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
れ
ら
の
照

明
器
具
・
音
響
装
置
は
1
つ
の
シ
ス
テ
ム
で
繋

が
り
、天
井
の
遮
光
幕
と
連
動
し
な
が
ら
24
時

間
の
演
出
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。今
回
は
、こ

れ
ら
に
粉
塵
対
策
を
施
し
、ケ
ー
ブ
ル
や
一
部

の
機
器
は
取
り
外
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

再
開
に
向
け
て

こ
の
稿
を
執
筆
し
て
い
る
8
月
末
の
段
階

で
天
井
改
修
自
体
は
完
了
し
、町
並
み
の
養
生

シ
ー
ト
も
撤
去
さ
れ
て
工
事
自
体
は
終
結
の

フ
ェ
ー
ズ
に
入
り
ま
し
た
。シ
ー
ト
養
生
の
結

果
、大
量
の
粉
塵
の
付
着
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。町
家
内
部
も
点
検
し
ま
し
た
が
、空

調
管
理
の
結
果
、結
露
も
生
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
そ
の
分
、養
生
シ
ー
ト
に
は
か
な
り
粉
塵

が
付
着
し
て
い
た
た
め
、慎
重
に
シ
ー
ト
面
の

清
掃
を
行
っ
て
か
ら
除
去
を
行
い
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
の
作
業
と
し
て
は
粗
清
掃
の
の
ち
、

シ
ー
ト
養
生
で
防
ぎ
き
れ
ず
町
家
の
屋
根
・
外

壁
、そ
れ
に
内
部
に
入
っ
て
付
着
し
た
粉
塵
を

取
り
除
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。粉
塵
は
天
井
の

素
材
・
石
膏
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
に
水
拭
き

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、丁
寧
に
除
去
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、損
傷
し
て
い
た
町

家
の
修
復
も
行
い
ま
す
。実
際
に
屋
根
や
建

物
・
植
栽
な
ど
に
修
復
が
必
要
な
箇
所
を
確
認

し
て
い
て
、屋
根
職
人
さ
ん
・
大
工
さ
ん
・
植
栽

作
成
の
専
門
家
に
修
復
作
業
を
お
願
い
す
る

予
定
で
す
。

こ
う
し
た
作
業
の
あ
と
に
展
示
復
旧
の
作

業
が
待
っ
て
い
ま
す
。基
本
的
に
は「
元
に
戻

す
」作
業
で
す
が
、音
と
光
の
環
境
演
出
の
復
旧

は
手
間
と
時
間
が
か
か
る
作
業
で
す
。そ
れ
ぞ

れ
の
機
器・設
備
の
点
検・作
業
の
確
認
の
ほ
か
、

24
時
間
演
出
の
シ
ス
テ
ム
確
認
が
必
要
で
、さ

ら
に
今
回
は
、映
写
装
置
の
更
新
作
業
も
加
わ

り
ま
す（
注
3
）。4
月
と
10
月
に
行
っ
て
い
る

展
示
替
え
休
館
の
期
間
で
は
で
き
な
い
畳
表
の

は
り
替
え
作
業
、ま
た
、動
画
ソ
フ
ト
の
更
新
や
、

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
に
よ
る
多
言
語
対
応
の
充

実
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、今
回
の
工
事
は
、来
館
者
に
町
並
み

を
安
全
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
、そ
し
て
ま
た

大
切
な
町
並
み
を
守
る
た
め
の
も
の
で
し
た
が
、

展
示
の
裏
方
に
あ
た
る
環
境
演
出
や
空
調
ま
で

関
わ
る
工
事
と
な
り
ま
し
た
。難
し
い
課
題
に

取
り
組
ん
だ
関
係
の
皆
様
、そ
し
て
閉
鎖
に
ご

理
解
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝

い
た
し
ま
す
。

（
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
館
長　

増
井
正
哉
）

（
注
１
）近
世
大
坂
の
町
並
み
は
免
震
床
上
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

免
震
床
の
作
動
に
影
響
が
な
い
工
法
を
と
る
な
か
で
、足
場
全

体
の
荷
重
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
今
回
使
っ
た
足
場
は

軽
量
で
あ
る
分
、耐
荷
重
に
制
限
が
あ
り
、吊
り
足
場
の
上
に
設

け
る
作
業
用
足
場
の
荷
重
軽
減
に
工
夫
が
必
要
で
し
た
。

（
注
２
）吊
り
足
場
へ
の
昇
降
や
点
検
の
た
め
の
足
場
は
、十
分

な
養
生
の
う
え
、町
通
り
・
裏
長
屋
の
路
地
に
設
け
ま
し
た
。

（
注
３
）遮
光
幕
の
開
閉
・
風
呂
屋
シ
ア
タ
ー
の
上
映
を
含
め
て

実
際
に
シ
ス
テ
ム
を
作
動
さ
せ
て
確
認
を
行
い
ま
す
。

※
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
㈱
松
陽
工
務
店
・
㈱
京
洛
サ
ー
ビ
ス

か
ら
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

1.膜天井骨組、吊り足場　2.キャットウォー
クの設備養生　3.養生した町並みとその上
空にある吊り足場　4.膜天井骨組　5.吊り
足場からみる町並みと展望フロア　6.天
ちゃん六ちゃんの養生　
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